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１ 要約 

 今日の日本では、人口減少が進行しており、地方都市の中心部における人通りも年々減少し

ている。それに伴い、以前のような活気が失われつつあり、拠点の在り方が課題となっている。

静岡市では、パークレットの設置による道路空間の活用や商店街組織と歩行者利便増進道路制

度利用の検討を行政が行い、道路空間での賑わい創出に向けた取り組みを実施している。また、

浜松市では行政が民間企業と公共空間利活用事業を行っており中心市街地の活性化に向けて

様々な施策が行われている。しかし、人中心の道路空間において、来街者のニーズ等の把握が

できていない状況にあることから、人々のアクティビティと街に点在するアトラクター（空間

装置）の関係性を見出すことから、都市空間の提案に結び付けることを目指した。 

２ 研究の目的 

本研究では、「中心市街地の賑わい創出に向けた道路空間の利活用について」を主題として、

静岡市と浜松市の中心市街地におけるアクティビティの調査を行ない、主要街路におけるアク

ティビティ量を把握し、アトラクターとの関係性を明らかにすることで、外部空間での活動を

増加する空間特性からみたアトラクターの提案を行うことを目的とする。 

３ 研究の内容 

3-1. 対象事例 

本研究では、浜松市と静岡市からそれぞれ、旧市街地における商店街型街路と新市街地にお

ける中央緑道型街路を1通りずつ、計4通りを抽出した。(図1・2、表1) 

3-2. 研究方法 

  本研究では対象の通りにおけるアクティビティ量の調査を行い、それらから都市や時間ごと

にアクティビティの特徴を明らかにする。また、これらの数値化を行うことで、アクティビ

ティとアトラクター、アクティビティとアクティビティ間の関係性から効果的なアトラクター

の提案として考察を行った。 

４アクティビティ量からみ 

た特徴 

4-1. 概要 

     本研究では、ヤン・ゲール 

の「人間の街- 公共空間の 

デザイン-」で公共空間利用 

の基礎になる最も重要な活 

動として挙げられていた快 

適性に関する6 項目である 

「歩く」「佇む」「座る」 

「眺める」「会話する」 

「遊びと運動」をアクティ 

ビティとし、対象通りから 

抽出した。「歩く」は、 

 

 

 

表 1. 対象の街路



役所及び商工会議所が行ったデータを用いた。その他のアクティビティの定義及び調査日時、方

法は以下に示す。(表3-1) 

4-1-1. 数値化の方法 

 アクティビティを数値化したものを活動量として集計する。アクティビティ調査として収集し

た画像から、前記の定義に当てはまる人をアクティビティ別にカウントする。その際、アクティ

ビティを行っている人数をそのまま点数（1人＝1pt、2人＝2pt）とした。また、10人以上の場合

は全て10ptとしてカウントした (図3-

1,2,3) 。 

4-2. アクティビティ調査結果 

アクティビティ別集計、アクティビ

ティ集計、今回の調査概要を示す(表3-

2)。アクティビティ量の合計は浜松市が

362pt、静岡市が994pt と静岡市の方が

多く約3 倍の差がつく結果となった。

「佇む」が最も多いのは呉服町通りで

240ptであった。「眺める」や「会話す

る」と同時にカウントされる場合もある

ため呉服町通りの歩行者量が最も多いこ

とが関係していると考えられる。「座

る」が最も多いのは青葉通りで107ptで

あった。次点の呉服町通りとは2倍以上

の差がつく結果であった。「眺める」が

最も多いのは呉服町通りで85ptであった。

次点の青葉通りとは約3倍の差がつく結

果であった。「会話する」が最も多いの

は青葉通りで151ptであった。「遊びと

運動」が最も多いのはアクト通りで12pt

であった。 

５ アクティビティとアトラク

ターの関係性 

5-1. 配置密度 

アトラクターの配置密度を数値化した。

樹木の配置密度(本/m)=街路ごとの本数

(本)÷街路長さ(m)とする。ベンチの配

置密度(pt/m)=街路ごとのベンチの点数

(pt)÷街路長さ(m)とする。ベンチの長

さを1.2m(対象における基本的な2人掛け

ベンチの平均)を基準とし、2.4m以上の

物はその全長を1.2mで除した数値をベン

チの点数(pt)とする。(図4-1)店の構え

(pt)=街路ごとの構え点数(pt)÷街路長

さ(m)（左右2面分）とする。店の構え

(pt)は、構えの重みづけ(pt)×視認性に

よる加算×間口長さ(m)で求める。点数

及び乗数の基準と計算方法を以下に示す。

(表4-1，図4-2) 

 アトラクター同様にアクティビティ密

度の数値化も行う。アクティビティ密度 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人/m）=アクティビティ量(人)÷街路長さ(m)とする。以上の数値を用い相関関係をみる。決定

係数の基準値は表4-2に示す。 
5-2. アトラクター×アクティビティ 

 樹木とアクティビティには中央緑道型の全アクティビティと弱い相関がみられた。ベンチとア

クティビティには中央緑道型の「座る」と0.4874と中等度の相関がみられた。(図4-3,4)店の構

えと「眺める」には0.4624と中等度の相関がみられた(図4-5,6)。 

5-3. アクティビティ×アクティビティ 

商店街型の街路において相関関係がみられたのは「佇－会」0.6583、「佇－眺」0.4575であっ

た。田町中央通りにおける1街路では、「佇む」「会話する」が同時に発生している様子が多

かった(図4-7，8)。呉服町通りでは「佇む」「眺める」が同時に発生している様子が多く、さら

にそこで「会話する」も発生している様子が多くみられた (図4-9,10)。 

６ まとめおよび課題提出者・地域への提言 

商店街型街路では店の構えが「眺める」の発生において効果的であることが分かった。また、

アクティビティ同士は「佇む」と「眺める」、「佇む」と「会話する」に関係性があった。 
 アーケード型街路では「眺める」の要因となる店の構えの改善が効果的であると考えられる。

「佇む」が他のアクティビティに与える効果も多いと考えられる。以上のことから、歩行空間の

拡大を目的とした歩道の拡張ではなく、店の前に立ち止まるスペースを設けるための歩道の拡張

が効果的であると考えられる。 



７ 今後の展望 

 本研究ではアクティビティ量を扱うことで、

実際に発生している活動を明確にすることが

できた。これらの数値から活動の傾向はつか

むことができるが、利用者が使いたくなるア

トラクターやアトラクターを選択する基準な

ど、利用者の求める具体的な物や基準は不明

なままである。今後の展開としては、利用者

へのアンケートなどで上記の不明点を明らか

にすることで、外部空間での賑わい創出に向

けた新たな知見になると考えられる。 

８ 課題提出者・地域からの評価 

アクティビティとアトラクターの関係性か

ら得られた結果を商店街に伝えることで、利

用者の行動の実態と商店街のサービスを関連

させることに繋がり、行政の一方通行に陥ら

ない対策が取れるだろうとのコメントを得た

（静岡市建設局道路部道路計画課企画係 堀

井副主幹 外岡主査）。 
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